
（別紙３）

〜 R8年６⽉１⽇

（対象者数） 16名 （回答者数） 16名

〜 R8年６⽉１⽇

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

個別⽀援計画の充実を図るため、職員間での情報共有や⽀
援内容の検討を継続して⾏います。

2

保護者との連携をさらに深め、相談しやすい環境づくりや
情報提供の充実に努めます。

3

地域との交流や関係機関との連携を強化し、地域に開かれ
た事業所づくりを進めます。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

保護者向け研修や家族⽀援プログラムの実施について検討
します。

2

地域との交流機会や地域資源を活⽤した活動を増やしま
す。

3

第三者評価や外部からの意⾒を取り⼊れ、継続的な業務改
善と⽀援の質の向上に努めます。

⼀⼈ひとりの特性や発達段階に応じた個別⽀援と、計画に基
づいた継続的な⽀援を実施している。

定期的なアセスメントやモニタリング、職員会議を通して情
報共有を⾏い、統⼀した⽀援を提供しています。

保護者との情報共有や相談体制が充実している。 連絡帳や送迎時の引継ぎ、⾯談、電話・LINE等を活⽤し、
⽇々の様⼦や課題を共有しながら信頼関係の構築に努めてい

ます。

安全管理や職員間の連携体制が整っている。 安全計画に基づく訓練や研修、ヒヤリハットの共有、毎⽇の
申し送りや振り返りを実施し、安全で安⼼できる⽀援環境づ

くりを⾏っています。

第三者評価や関係機関との連携体制に改善の余地がある。 第三者評価は未実施であり、地域の関係機関との連携も⼗分
とは⾔えないため、今後は評価制度の活⽤や関係機関との連

携強化を進め、⽀援の質の向上に努めます。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域との交流や地域資源との連携機会が少ない。 交流機会や受け⼊れ体制が⼗分に整っていないため、今後は
地域イベントや公共施設を活⽤した交流機会を増やしていき

ます。

保護者向け研修やペアレント・トレーニング等の家族⽀援が
⼗分ではない。

現在は個別相談を中⼼に対応しているため、今後は保護者向
けの情報提供や学びの機会について検討していきます。

R8年６⽉１⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ R8年６⽉１⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービスOhana

○保護者評価実施期間 R8年６⽉１⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


